
オホーツク海と東シナ海の２か所の生産現場の課題解決に向けて
ＩＣＴやデータを活用したスマート水産業の取組の実証を行い、
漁業者等の関係者が取組やすいユースケースを進めています

東シナ海マグロはえ縄
漁業プロジェクト

データ連携基盤

水産業データ連携基盤の稼働について

オホーツク海さけ定置網
漁業プロジェクト

ＩＣＴの利用により生産現場で取得した漁
獲・環境データをデータ連携基盤を活用して
試験研究機関等が利用できるようにＡＰＩの
開発を行っています

現在は、試験研究機関が資源評価の高度化・不漁要因等を解明を
推進するため、異なる地域の生産現場が取得したデータを効率的
に収集する取組を開始しています

生産現場におけるデータ収集・利用の取組

データの利活用をしやすくする
環境整備の取組

行政・試験研究機関における
データ収集・利用の取組

Point①

資源評価・管理の高度化と生産性の向上の双方に資するスマート水産業の取組を推進するため、令和２年
から、データの有効な利活用を可能とする環境整備を目的として水産業データ連携基盤を稼働しました

Point③
Point②

Point④

オホーツク海の取組事例①
漁場（定置網の位置）×ICTブイデータ（水温・流向・流速）

オホーツク海の取組事例②
ICTブイデータ（水温・流向・流速）を利用した解析

ブイＡＰＩ
衛星画像ＡＰＩ

データの利活用を推進するため、データの標
準化やデータポリシー策定に向けた有識者に
よる検討を進めています

生産と流通が
連携した取組

データに基づ
く生産効率向
上の取組



東シナ海マグロはえ縄
漁業プロジェクト

データ連携基盤

水産業データ連携基盤の今後の展開について

データ連携基盤を通じて取得した様々な
データの現場での活用を推進します

水産庁 試験研究機関 他のプラット
フォーム

水産庁や試験研究機関のデータベース、他の
プラットフォームと連携を進め、生産現場や

民間へのデータ提供を充実させます

今後、ＩＣＴを利用してデータを収集・
活用する取組の普及を目指します

現場から取得したデータの川中・川下での
活用や他分野での活用を可能とするための

環境整備を推進します

オホーツク海さけ定置網
漁業プロジェクト

生産現場でのスマート水産業の展開やデータ
連携基盤の活用に向けて、標準化するデータ
の充実やデータポリシー策定に向けた検討を

更に進めます

データ連携基盤を通じて生産現場や他のプラットフォーム
等からデータを継続して収集し、資源評価・資源管理の取

組に利用していきます
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